
先
日
、
「
在
日
特
権
を
許
さ
な
い
市
民
の

会
」
な
る
団
体
が
、
先
月
の
末
広
中
央
公
園

に
引
き
続
き
、
阪
急
山
本
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
で

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
に
よ
る
街
宣
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
主
旨
は
、
宝
塚
市
議
会
が
一
昨
年
国

に
出
し
た
『
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題
に
対

し
て
、
政
府
の
誠
実
な
対
応
を
求
め
る
意
見

書
』
に
抗
議
す
る
も
の
の
よ
う
で
す
。 

 

誰
に
も
、
意
見
を
表
明
す
る
権
利
が
有
り
、

擁
護
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
夕
刻
１
時

間
半
に
亘
り
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
怒
鳴
り
、
終

わ
る
や
事
務
所
に
押
し
か
け
て
来
て
立
て
看

板
を
倒
し
て
い
く
…
近
所
迷
惑
な
ど
彼
ら
の

頭
に
は
無
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

残
念
な
の
は
、
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が

若
い
人
し
か
も
全
国
組
織
だ
と
い
う
こ
と
。

日
本
の
恥
部
に
目
を
そ
ら
す
こ
と
な
く

検
証
す
る
事
が
、
明
る
い
未
来
に
繋
が
る

こ
と
だ
と
、
き
ち
ん
と
考
え
さ
せ
て
こ
な

か
っ
た
暗
記
型
の
歴
史
教
育
を
良
し
と

し
て
来
た
、
私
た
ち
に
も
責
任
が
あ
り
ま

す
。 

 

看
板
は
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、
政
権
も
替

わ
り
、
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
社
会
に
浸
透

し
て
行
く
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

次
世
代
に
共
生
社
会
を
引
き
継
ぐ
こ
と

を
目
指
し
、
今
後
も
ガ
ン
バ
リ
ま
す
。 

「
排
除
で
な
く  

共
に
生
き
よ
う 

宝
塚
で
」 

 

議
会
報
告 

 

１
一
般
質
問 

【
１
】
子
ど
も
を
取
り
巻
く
教
育
の
環

境
に
つ
い
て
市
の
見
解
は 

 

子
ど
も
の
生
活
・
家
庭
の
支
援
の
た
め
の
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
ｒ
）

の
配
置
が
必
要
で
は
な
い
か 

 

Ｑ
何
十
年
に
も
わ
た
り
、
問
題
を
抱
え
て
き

た
中
学
に
「
常
駐
型
」
Ｓ
Ｓ
Ｗ
ｒ
の
配
置

を 
Ａ
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
の
ケ
ー
ス
会
議
に
、

県
よ
り
派
遣
。
問
題
行
動
等
の
解
決
の
た

め
の
連
携
体
制
の
あ
り
方
に
は
活
用
を
研

究 

 

現
在
の
社
会
情
勢
の
下
で
は
、
不
登
校
の

10
％
前
後
は
貧
困
な
ど
家
庭
の
環
境
に
原

因
が
あ
る
と
言
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
学

校
で
起
き
る
問
題
が
教
師
だ
け
で
解
決
で
き

る
時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。
も
う
「
指
導
」

だ
け
で
は
限
界
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
・
家
族
・
教

職
員
・
地
域
・
行
政
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
ｒ
の
配
置
（
常
駐
）
を
提

案
し
ま
す
。
今
、
宝
塚
の
教
育
現
場
に
お
い

て
は
、
福
祉
の
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

出
来
る
専
門
家
が
必
要
で
す
。
文
科
省
も
そ

の
役
割
に
着
目
し
、
大
阪
府
は
05
年
か
ら
採

用
、
箕
面
市
や
茨
木
市
等
で
は
独
自
に
配
置

し
て
、
不
登
校
や
問
題
行
動
に
成
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。 

日
本
の
近
代
化
を
支
え
て
き
た
「
我
慢
し

て
勉
強
す
れ
ば
、
必
ず
報
わ
れ
る
」
と
は
限

ら
な
い
と
い
う
情
報
を
、
子
ど
も
た
ち
は
掴

ん
で
い
ま
す
。
価
値
観
の
多
様
化
で
、
我
慢

す
る
こ
と
が
良
い
と
は
思
わ
な
い
人
も
増
え

ま
し
た
。
ま
た
80
年
代
子
ど
も
だ
っ
た
親
は
、

校
内
暴
力
や
荒
れ
を
経
験
し
、
学
校
教
育
の

意
義
や
効
果
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
人
も
多

い
は
ず
で
す
。 

 

し
か
し
学
校
や
教
員
が
悪
い
と
責
め
た
り
、

専
門
家
集
団
に
任
せ
て
お
け
ば
良
い
と
い
う

姿
勢
で
は
、
何
も
解
決
し
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｓ
Ｗ

ｒ
の
配
置
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
住
民

に
、「
市
民
参
加
の
発
想
」
が
、
教
育
の
分
野

で
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
市
の
審
議

会
委
員
に
は
Ｓ
Ｓ
Ｗ
ｒ
提
唱
者
の
教
授
も
存

在
す
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

社民党議員団市政報告紙 
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宝
塚
市
議
会
議
員 

大
島

お
お
し
ま

淡と

紅
子

き

こ

ニ
ュ
ー
ス 

 
 
 

二
〇
〇
九
年
十
二
月
号 

私たちが主宰する平和憲法を広げる兵庫県民会議・阪神の講

演会にて。自衛隊イラク派兵差止訴訟原告の池住義憲教授と。 



 

 

教
育
現
場
に
お
け
る
不
安
定
雇
用
職
員
の
増

加
に
つ
い
て
の
対
策
は 

 

Ｑ
小
泉
元
首
相
に
よ
る
義
務
教
育
国
庫
負
担

制
度
改
悪
に
よ
り
、
都
道
府
県
は
教
職
員

の
給
与
縮
減
に
躍
起
。
是
非
、
正
規
教
職

員
定
数
の
拡
大
を 

Ａ
国
県
に
対
し
、
教
職
員
定
数
の
改
善
・
定

員
な
い
臨
時
教
職
員
の
解
消
を
強
く
要
望

し
て
い
く 

働
く
人
の
３
人
に
１
人
と
言
わ
れ
る
「
非

正
規
雇
用
」
。
新
自
由
主
義
の
台
頭
で
、
人
の

命
を
預
か
る
職
場
で
も
当
た
り
前
と
な
っ
て

い
ま
す
。
仕
事
が
同
じ
な
ら
労
働
条
件
や
賃

金
も
同
じ
で
、
働
く
人
が
働
き
方
を
選
択
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
雇
用

は
期
限
付
き
で
あ
り
、
何
十
年
も
働
き
続
け

た
場
合
の
格
差
は
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。 

宝
塚
の
常
勤
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
先
生
は
全

体
で
160
名
以
上
、
６
人
以
上
の
先
生
が
ア
ル

バ
イ
ト
と
い
う
状
況
の
学
校
が
４
割
近
く
も

有
る
の
が
実
態
で
す
。
他
に
も
、
学
習
支
援

や
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
、
特
別
支
援
、
不
登
校
や

問
題
行
動
に
対
す
る
支
援
、
安
全
事
業
の
支

援
・
図
書
館
司
書
、
養
護
教
諭
な
ど
170
名
以

上
の
非
常
勤
の
先
生
が
お
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
中
に
は
他
市
よ
り
手
厚
く
配
置
さ
れ

て
い
る
も
の
も
沢
山
有
り
、
大
変
有
難
い
の

で
す
が
、
よ
～
く
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

先
生
も
含
め
て
学
校
に
居
る
大
人
た
ち
の
半

分
以
上
が
来
年
も
居
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
、
つ
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
継
続

し
て
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
な
い
の
で

す
。
子
ど
も
の
成
長
に
責
任
を
持
ち
、
仕
事

に
対
す
る
や
り
が
い
や
喜
び
を
、
先
生
か
ら

奪
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！ 

他
に
介
助
員
の
資
格
や
研
修
制
度
、
低
学

年
の
配
置
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
ま
し
た
。 

 

 

学
校
給
食
の
完
全
米
飯
及
び
地
場
産
食
材
導

入
の
促
進
に
つ
い
て 
 

 

Ｑ
お
隣
の
川
西
市
は
週
５
回
の
完
全
米
飯
給

食
に
向
け
て
動
い
て
い
る
。
２
／
３
が
農

村
地
帯
の
当
市
は
、
食
農
教
育
に
は
最
良

の
条
件
が
揃
っ
て
い
る
。
安
定
供
給
が
見

込
め
る
完
全
米
飯
給
食
か
ら
始
め
て
は 

Ａ
1.2
千
万
円
の
負
担
増
に
な
る
の
で
回
数
増

は
無
理
。
地
場
産
食
材
促
進
は
農
政
と
協

議
を
進
め
て
い
る 

以
前
視
察
し
た
学
校
給
食
先
進
市
の
今
治

で
、
特
記
す
べ
き
点
は
、
①
学
校
教
育
と
の

連
携
は
素
晴
し
い
が
、
農
政
主
導
。
学
校
給

食
の
た
め
の
契
約
農
家
が
存
在(

生
産
者
の

生
活
保
障
、
顔
の
見
え
る
関
係)  

②
有
機
無

農
薬
の
給
食
を
食
べ
た
子
が
親
に
な
っ
て
、

食
事
へ
の
意
識
が
高
い
な
ど
で
し
た
。
宝
塚

で
も
モ
デ
ル
校
を
設
置
し
、
始
め
る
こ
と
を

要
望
し
ま
し
た
。 

こ
の
他
、
年
た
っ
た
２
回
の
学
校
給
食
会

の
活
性
化
や
、
朝
の
20
分
休
み
で
の
牛
乳
飲

用
等
を
提
案
し
ま
し
た
。 

  

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
天
皇
陛
下 

御
即
位
か
ら
二
十
年
」

の
市
内
全
校
配
布
に
つ
い
て 

 

Ｑ
市
教
委
の
指
示
と
そ
の
後
は 

Ａ
内
閣
の
記
念
式
典
で
上
映
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

各
公
私
立
校
へ
配
布
す
る
依
頼
を
受
け
、

校
園
長
会
で
配
布 

 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容
は
と
い
え
ば
、
Ｔ
Ｖ
「
皇

室
ア
ル
バ
ム
」
の
よ
う
で
、
憲
法
に
記
載
さ

れ
た
「
象
徴
天
皇
」
の
意
味
や
、
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
る
訳
で
も
な
く
、
や
た
ら
と

敬
語
・
丁
寧
語
が
多
い
印
象
で
し
た
。 

最
近
の
若
者
の
右
傾
化
を
勘
案
し
、
川
西
市

の
よ
う
に
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
べ
き
で
あ

っ
た
と
発
言
し
ま
し
た
。 

 

【
２
】
市
民
の
健
康
を
ま
も
る 

 

市
庁
舎
の
薬
剤
散
布
に
つ
い
て 

 

Ｑ
ど
の
よ
う
な
総
合
防
除
の
基
準
で
薬
剤
を

散
布
す
る
の 

市立長尾小ランチルームにて給食を試食。 

この日の献立。米飯の回数は？ 



Ａ
毎
月
ね
ず
み
・
害
虫
等
の
生
息
状
況
を
調

査
し
、
確
認
の
上
年
１
回
防
除
実
施 

先
進
市
岐
阜
で
は
、「
岐
阜
市
有
施
設
に
お

け
る
農
薬
、
殺
虫
剤
等
の
薬
剤
使
用
に
関
す

る
基
本
方
針
」
を
４
月
か
ら
適
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
中
で
は
、「
原
則
と
し
て
、
日
常
的

に
妊
婦
・
子
ど
も
・
病
人
が
い
る
区
域
に
は 

薬
剤
を
使
用
し
な
い
」
と
言
い
切
っ
て
い

ま
す
。
総
合
防
除
に
つ
い
て
全
庁
講
習
会
を

実
施
し
た
後
は
、
ト
ラ
ッ
プ
や
毒
餌
で
対
応
、

薬
剤
散
布
が
明
ら
か
に
減
っ
て
い
ま
す
。
農

薬
と
花
粉
症
や
小
児
喘
息
・
神
経
細
胞
と
の

関
係
（
学
習
障
害
・
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
・

自
閉
症
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
）・
先
天
性
異
常

の
増
加
に
も
関
係
性
が
疑
わ
れ
て
い
る
か
ら

に
は
、
市
と
し
て
慎
重
に
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。 

  

２ 

主
な
議
案
・
請
願
・
陳
情
の
審
議 

・
宝
塚
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
→
可
決(

全

員
一
致) 

…
10
月
１
日
か
ら
再
来
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
の
出
産
に
係
る
出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
金
額
を
、
４
万
円
引
き
上
げ
る
た
め
。

衆
議
院
議
員
選
挙
を
に
ら
み
出
さ
れ
た
制

度
。
国
が
提
起
し
た
の
な
ら
全
額
負
担
す

べ
き
。
ま
た
、
一
年
半
の
期
限
付
き
と
問

題
を
抱
え
た
制
度
だ
が
、
宝
塚
市
民
だ
け

に
不
利
益
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

討
論
し
賛
成
し
た 

□ 

■ 

□ 

・
宝
塚
市
立
子
ど
も
館
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
→
可
決(

全
員
一
致) 

…
第
６
ブ
ロ
ッ
ク
で
３
ま
ち
協
毎
に
小
規
模

な
子
ど
も
館
を
４
月
１
日
か
ら
開
設
。
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入 

□ 

■ 

□ 

・
宝
塚
市
、
川
西
市
及
び
猪
名
川
町
消
防
通

信
指
令
事
務
協
議
会
の
規
約
の
制
定
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て
→
可
決 

反
共
産 

□ 

■ 

□ 

・
宝
塚
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

→
修
正
可
決 

反
公
明 

…
議
員
の
審
議
会
委
員
等
（
監
査
・
農
業
委

員
は
除
く
）
報
酬
を
支
給
し
な
い
よ
う
、

議
員
提
案
し
た □ 

■ 

□ 

・
現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充
と
保
育
・

学
童
保
育
・
子
育
て
支
援
予
算
の
大
幅
増

額
を
求
め
る
意
見
書
→
可
決 

反
多
田 

□ 

■ 

□ 

・
障
害
者
自
立
支
援
法
の
廃
止
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書
→
可
決 

反
多
田 

□ 

■ 

□ 

・
教
育
条
件
整
備
の
た
め
の
請
願
→
可
決 

 

反
多
田
・
山
本 

…
民
族
学
校
の
保
護
者
へ
の
負
担
軽
減
の
た

め
の
助
成
も
含
む
た
め
、
反
対
さ
れ
た 

 

 

       

議
会
改
革
特
別
委
員
会 

 

私
が
部
会
長
を
務
め
る
第
一
部
会
で

は
、
全
員
が
２
市
町
ず
つ
計
16
議
会
の
議

会
基
本
条
例
を
調
査
研
究
し
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
議
論
し
て
い
き
ま
す
。 

決算特別委員会 ～２００８年度～ 

一般会計 入 64,991,791 出 64,154,234 

特別会計 入 35,866,564 出 36,291,377 
  

･･･５日間にわたり、項目ごとに審議しました。 

予算の執行に問題がなかったので、 

私は賛成しました 反共産 

市立病院に関する特別委員会 

 
市
立
病
院
の
現
状
や 

医
療
ニ
ー
ズ
調
査
、 

救
急
対
応
に
つ
い
て
、 

議
論
し
ま
し
た
。 

今
後
は
全
員
で
宝
塚 

市
立
病
院
を
視
察
し
、 

そ
の
後
、
赤
穂
・
豊
川
・ 

青
梅
・
大
垣
・
藤
沢
市 

等
の
市
立
病
院
を
手
分 

け
し
て
視
察
、
研
究
し 

ま
す
。 

沢山入手しました。希望者は\1,000でお分けします。 

岩合光昭

(著) 

 

いぬ・ねこ なかよし 

憲法９条カレンダー  2010 

 
 

(単位：千円) 



 

淡
紅(

と
き)

の
声 

 

「
共
に
生
き
る
展
」
大
盛
況
に
心
よ
り
感

謝
！
／
宝
塚
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
田
宮
さ
ん

と
現
代
美
術
家
の
浦
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
、
出

展
者
・
団
体
に
参
加
を
お
願
い
し
た
／
障
害

者
の
ア
ー
ト
作
品
や
工
芸
品
の
素
晴
し
さ
が
、

周
知
さ
れ
て
い
な
い
し
、
売
り
上
げ
だ
け
で

生
き
て
い
け
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い

た
。
そ
の
意
味
で
は
得
る
も
の
が
在
っ
た
。

ま
た
、
障
害
種
別
の
枠
を
超
え
た
出
展
は
初

め
て
で
は
な
い
か
。
宝
塚
ま
ち
づ
く
り(

株)

破
綻
の
象
徴
で
あ
る
ク
ラ
ブ
ア
ピ
ア
を
使
う

な
ん
て
、
行
政
主
導
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
だ
／
医
師
会
・
市
・
市
教
委
・
文
化
振
興

財
団
・
社
会
福
祉
協
議
会
の
後
援
や
第
一

小
・
丸
橋
小
・
雲
雀
丘
学
園
・
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
協

力
、
メ
カ
ム
シ
の

白
石
さ
ん
や
平
井

山
荘
女
性
の
つ
ど

い
の
作
品
展
示
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

大
工
大
赤
澤
堅
造

教
授
の
電
子
音
楽
、

多
く
の
ス
テ
ー
ジ

出
演
者
…
と
協
力

者
も
数
え
切
れ
な

い
／
今
後
に
繋
が

る
こ
と
、
障
害
の

あ
る
人
も
な
い
人

も
バ
リ
ア
フ
リ
ー

で
共
に
生
き
る
宝

塚
を
願
う 

               

2009 年 11 月分 議員報酬明細 

収入 議員報酬 610,000 

支出 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

所得税 31,200 

県市民税 58,800 

共済会掛金 97,600 

議員互助会 5,000 

国民健康保険 75,500 

社民党費 54,900 

観光振興議員連盟 500 

互助会活動（郷土史研究会等） 1,000 

国民年金 14,660 

事務所運営・活動・生活費等 270,840 

合計 610,000 

九
月 

（特
） 

遠
花
火
人
波
見
る
や
警
備
員 
 

惠
之
輔 

  

◇ 

白
芙
蓉
み
寺
に
朝
の
し
じ
ま
満
つ 

 

綾
子 

  

◇ 

イ
チ
ロ
ー
の
一
打
秋
天
明
る
く
す 

 

峯
子 

十
月 

（特
） 

幼
子
の
指
の
彼
方
に
秋
の
月 

 

峯
子 

  

◇ 

古
池
に
さ
ざ
れ
波
立
つ
秋
の
朝 

 

信
義 

  

◇ 

狛
犬
の
「阿
」の
歯
並
よ
し
石
榴
裂
く 

綾
子 

十
一
月 

（特
） 

厚
も
の
を
育
て
し
人
の
皺
深
く 

 

朝
子 

（特
） 

凛
と
立
つ
紅
葉
に
映
ゆ
る
パ
ゴ
ダ
か
な 

惠
之
輔 

  

◇ 

嵯
峨
菊
や
仏
頂
面
の
レ
ジ
係 

 

峯
子 

早苗田の会    杉山鮎水 

選 

 

☆事務所は、平日 10:00～15:00 に活動しています。但し、不在のこともございますので、お電話をしていただいてからお越しください。 
☆事務所のコピー機・印刷機、ご利用ください。（有料） 

☆事務所をグループ・サークル等の活動にご利用ください。（無料） 《使用日時は電話でお問い合わせください。》 

☆事務所に教育・平和・食の安全等、いろいろな本があります。貸し出しもいたしますので、お気軽にご覧になってください。 

◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇ 

宝塚歌劇オーケストラ 

 「この街が一番コンサート」 

日 時 ◆ 平成２１年１２月１４日（月）  

開演／１９：００  開場／１８：３０ 

場 所 ◆ 宝塚ベガ・ホール 

入場料 ◆ ２,０００円     全席指定 

◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇ 

♪宝塚歌劇オーケストラ♪ 

前身の宝塚交響楽団から数えて９５年の
歴史を誇る、日本最古のオーケストラ。 
 創生期には朝比奈隆のデビュー公演のほ
か、山田耕筰や近衛秀麿らも指揮している。 
 現在は、クラシックからラテン、ジャズ、
ロックまで幅広くこなす日本でも数少ない
ポップスオーケストラ。 

＊詳細は中央公民館（0797(73)0606） 

 

今
年
頂
い
た
エ
ン
ゼ
ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
、

や
っ
と
一
つ
咲
き
ま
し
た
。 

蕾
が
次
々
と
落
ち
、
が
っ
か
り
し
て
い
ま
し

た
が
、
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
！ 


